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　宇宙聞に存在する如何なる物質もこれを分析すれぼ必ず92個の元素の中の何

れかの数種の組合せから成ってみること，叉如何なる物質も温度と墜力との高

低如何に依って敵艦，液艦，氣燈の何れの1伏態にもなり得ることは誰でも知っ

てみる．物質が熱と光とを嚢する時はこれを燃燵といふが物質が固髄又は山隠

の歌態で燃焼してみる場合に，その光をスリット（細隙）を通遇せしめた後，そ¢）

通路にプリズム（三稜鏡）を置v・てこれをも通過せしめた光をスグリ1ン（隙壁）

に當てると光が波長の短い色から紫，藍，青，線，黄，鐙，赤の順序に分れて

並ぶ．この並んだ色を光の帖紙スペクトルと言ふのである・然るに若しも物質

が面面の歌態で燃焼してみる場合には蓮績スペクトルを生ぜすに激條の輝いた

色のみを生する．

　この数條の輝いた色を光の輝線スペクトルと言ふ．而して物質が分子の歌態

で燃出してみる場合にはこの輝線が太く，これを分子輝線スペクトルと言ひ，

物質が原子の賦態で燃焼してみる場合にはこの輝線は細く，これを原子輝線ス

ペクトルと言ふのである．叉物質の種類に依ってその輝く部分が夫々異ってそ

の物質特有の部分が輝くのである・とれは各物質の成分元素の種類に依ってそ

の評する光の波長が異るからである．託って豫め各元素に就てその輝線の位置

即ち各元素が燃焼の際に襲する光の波長を測って置いたならば未知物質の中に

如何なる元素が含まれてみるかを試することが萬來る．叉未だ獲見されない元

素でもこの方法によって検出することが出湿る・故にこの分析方法を元素の光

のスペクトル分析と言ひ，これに用ふる装置を分光器と言ふ・ブンゼン及びキ

ルヒポ1フは共同研究により1860年にスペクトル分析により始めてセシウムを

獲見し，翌年の1861年にはルビジウムを磯見した．次いで他の墨者もスペクト

ル分析によって他の多くを獲見した．

　炭素弧光燈（帥ちア1ク燈）は炭素が固髄の歌態で光を機してみるのであるか

らこの光を分光器で見ると連績スペクトルが現はれてるることがわかる．然る
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に炭素弧光燈と分光器との間に三三の三態にある元素（即ち元素瓦斯）を置くと

炭素弧光燈に依って生じてみる連績スペクトルの所々に撒條の黒線が現はれ

る．この三線を吸牧スペクトルと言ふ．しかもその二線のある部分は恰度その

聞に置いた氣艦のみを燃焼せしめた場合に生する輝線の部分に三門する部分で

ある．かくの如く輝線の部分が黒線に攣することをスペクトル線の反回と言ふ

のであるが，この方法に依っても元素の光のスペクトル分析を行ふことが出回

るのである．

　例へば太陽の中心は固艦の歌態で輝いてみるのであるから，これを分光器で

見ると蓮績スペクトルが現れる筈であるが，太陽の四圃には各種元素が氣罷と

なって存在してみるから太陽の光を分光器を通して分析すると吸牧スペクトル

を生する．しかし氣艦歌態にある元素の種類の多い爲に黒線の数も甚だ多く現

れ，これを悉く槍出することは甚だ困難である．太陽のこの吸牧スペクトルは

特にこれをフランホ1フエル線と言ふのであるが，ロツキヤ1はフランホ1フ

エル線を研究して1868年に太陽中に新元素を磯見し，これをヘリウム（自Pち太

陽元素と名附けた4）である．然しその後ラムゼ1は1895年にヘリウムは地球上

にも存在することを誰明した．現今では太陽の表面近くにはヘリウムの外に水

素，酸素，ナトリウム，カルシウム，鐡などの瓦斯艦が存在してみることが知

られてみる．即ちこれ等の瓦斯艦は太陽中に存在してみて，これが燃焼して瓦

斯膣となって太陽の雪ぐに存在してみるのである．

　最近に至ってアメリカのプリンストン大學の天：文學教授ヘンりいノリス・ラ

ッセルは太陽中に含まれてみる元素を61個墨げてるる・

　アメリカのウヰルソン山天交壷長アダムス及びダンハムの爾博士はX2オリ

オニス星にチタン元素が存在することを最近焚見した．

　皆既日蝕の際には太陽と言ふ燃焼してみる物艦が月と言ふ冷却物龍に1懸され

るのであるが，太陽表面近くの瓦斯燈は燃焼してみるから，皆既の際こNから

のみやって來た光は輝線スペクトルを現出することになり，しかもその三三が

極めて短く，聞もなく太陽上暦の燃焼してみない瓦斯髄の爲にスペクトルが全

く暗黒となって潰失し，次に反封側に太陽が顔を出して蓮輝スペクトルを生じ

るから三三スペクトルが皆既のすぐ前及びすぐ後に於て極めて短い間輝線スペ
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クトルに志することになる・そこでこの輝線は恰も閃光の如く考へられる・故

に皆既日蝕の場合のこの輝線スペクトル（即ちフラッシュスペクトル）と言ふの

である．しかも太陽附近の㈱発瓦斯が太陽よりの距離によってその種類が異る

ものであるとすれば閃光スペクトルの輝線部分が時刻の攣化と共に次々と攣化

して行く課である．從ってこれを活動爲眞に撮っておけば太陽よりの距離に依

って太陽近には如何なる瓦斯艦が存在してみるか壁判明する謬である．この事

より新しい事實や新しい理論が護見せられるかも知れないと言ふことになるの

である．叉；地球上に存在してる92元素以外の薪しい元素が磯見せられる繊なこ

とになるかも知れな）・．何となればフランスのG．Fournierは最近に於て幾何

墨と整藪論とを用ぴて（八面艦ヘリオン四面罷中性子の配置の可能なる場合を

研究して）原子番號の最上限は136であることを讃明したが，原子番號92より

大であり得ないと言ふことを誰明した入は未だないから，我々の字二間には現

在知られてみる92個の元素以外の元素が更に存在してみるかも知れないからで

ある．著者の考案した原子番號と原子量との關係公式に上述の136といふ値を

代入するとそれに封ずる原子：量は357．5となるがG．：Fournierは原子量の最上

限は360であることを謹明してみる．

　音源が観測者に向ひ，或はこれに背いて蓮動ずる時は音の調子が違って聞え

ることは御承知のことX思ふが，これと同様に三光艦とこれの観測者とが相封

的に運動する時には光の波長が攣って見えるので，スペクトル線の暗線でも輝

線でも極僅かではあるが一方へ片寄ることになる．この現象を音の場合と同様

にドツプラ1の効果と言ふのである．

　しかもその三光艦（星）の速度をvとし，光が我々の方へ傅達してやって來る

速度を。とする時は，灘止してみる星の光の波長をλとする時と，吾々から遠

ざかって行く星の光の波長A＋や，吾々の方へ近づいて來る星の光の波長た

との闇には次の様な關係がある・

A．一A　（1＋￥）

　　　　　c
λ一二双1一エ）

　　　　　c

　勘ち吾々から遠ざかって行く星のスペクトル線は赤の方ヘヅレ，吾々の方へ

近づいて來る星のスペクトル線は紫の方にヅVるので，これによって吾々が艘
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回する星がどちらの方向へどれだけの速度で蓮動してみるかし“解るのである．

　この理を慮記して土星の輪が二心の小なる星の集園であって一つの剛膿では

ないと胃ふことを知ることが出來た・もしも土星の輪が一つの剛艦であるなら

ば輪の内外の角速度は同一・であるから外の方の線速度は内の方の線速度よりも

大とならなければならない．從って外の方より出る光のスペクトルと内の方よ

り來る光のスペクトルとを比較して見るとドツプラ1の効果が現はれる諜であ

る・最初，土星の輪は剛騰であらうと想像して測定を行って見たが，その結果

スペクトル線が豫期の方向と反封の方向△片寄つたのである．これは土星の輪

が小なる星の集團であって一つの剛艦ではないからである．何とならばその中

の一・小星の質量をmとし，土星の質量をMとし，その一一’i小星と土星との中

心間の距離をrとする時はニウトンの逆二乗の法則により，その引力fは次

の式で示される．

　　　　　　　　Mm　　　　f＝K‘：’il；：i“L　mE“　’一’’’’’’’’””’”’”…’”“’（1）

叉この時の求心力をFとすれば

　　　　　　　mv2　　　　F＝＝　÷”　一・一一一…　一一L…・一・…・一一一一・・（2）

　　　　　　　　r

　然るに（1）のfと（2）のFとは相等しいものであるから次の式が得られる．

　　　　　　　　　　Mm　　　　　mv2　　　　　7’　＝＝　K一：：’1？1；：：““　一i，一“　・・一一一…一一……一・・一（3）

　　　　　　　　　　KM
　　　　”’　V2　．，，

　　　　　　　　　　　r

　　　　∴・一》K響

となるからrが大なる程vが小となって前の場合と反封になるのである．

　叉この理によって望遽鏡で一つの星に見える星でも實は二つの星である，EP

ち二重星であると言ふことが解ることがある．そしてこんな二重星は特に分光

學的蓮星と呼ばれるのである．1936年1月1日までに知られた分光法的連星だけ

でも1400個以上もあり，そのうち375個口軌道が正確に知られてみる．

　叉この理によって渦巻三星霧が超高速度で吾々の銀河系字宙から飛去りつS

あることが解り，ド・ジッタ1はこれを以て「宇宙は亭亭しつSあり」と輝萌
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したのである．又相封性原理によれば星の光のスペクトル線は重力の影響を受

けて赤め方ヘヅレるのであるが，これによってシリウス偉星の雨跡に際し，白

色腰星が嚢見せられた．

　アメリカのウヰルソン山天丈肇長アダムス及びダンハムの爾博士は1937年2

月下旬に於て火星が地球に封して毎秒19粁の速度で接近してみる時及び同年斗

月下旬に勝て毎秒11粁の速度で接近してみる時に火星のスプク1・ル篇眞を撮影

して水蒸氣によって生する線がヅレるかどうかを調べた結果，火星の中央附近

には水蒸i氣が存在しないことを知った．

　磁場に存在する光源からの光のスペクトル線は歎本に分裂すると言ふ現象を

ゼーマン敷果と言ひ，磁場の彊さの程度によって分裂の仕方も攣って來る．故

に星の表面に存在する磁場の張さを知ることが出來るのである．この理によっ

て太陽に黒瓢の多い日には磁性が高くなることが解った．

　叉電場に存在する光源からの光のスペクトル線も亦数本に分裂すると言ふ現

象をスタルク敷果と言ふのであるがこの理によって星の表面に存在する電場の

強さを1知ることが出來る．

　墜力のある温光髄の光のスペクトル線の幅は大になるのであるがこの現象は

星の表面では未だ護見せられてみない．

　星の光のスペクトル線の光度からその星に至る距離を知ることが二二る．例

へばアメリカのウヰルソン山のメリル等はトカゲ三二星の光のスペクFル中の

Na線，　K線，λ5780線の彊度を測定してこの星までの距離を約800バ1セク自11

ち2600光年，極大光度を一7．2と算：回した．

　太陽の光のスペクトルを多くの恒星の光のスペクトルと比較して見るとすべ

ての星は何れも太陽に嚇して1秒聞に1粁乃至100粁の速度で蓮動してみるこ

とが判るのである．この4とから我々の太陽系が宇宙間に於てこの速度を以て

運動しつNあることが判って居る．叉その進んで行く方向はヘルクレス星座の

：方向であることも知られてみる．

　皆既日蝕の前後に於て閃光スペクトルを撮ればそのスペクトルの攣位の大い

さから太陽はどちらの方向へどれだけの速さで自轄してみるかN“知られる繹で

ある．叉別に太陽表面に時々現れる黒黙の移動速慶から太陽の自轄は地球から

見て27日籐であるととが知られてみる．（完）


